


遺跡今昔物語 


佐倉市の南東部に位置する「佐倉第三工業団地jの

建設に伴い、昭和50年から昭和60年にかけて発掘調査

を行ないました� そして、平成� 8年までにその成果のO

すべてを報告書として刊行しましたc 出土した頭

発掘調査の結果、|日石器時代から奈良・平安時代までの16の遺跡が見っかりました。ま

た、池向遺跡野中� 5号墳をはじめとして、大小160もの古墳時代後期ころ(約1500年前)

の古墳と、それと同じ時期の集落跡が調査されました� これらの集落の中には、古墳からO

発見された土器と同じ模様をもっ杯(+文は×模様)が出土した住居跡(タルカ作遺跡)

もあり、古墳を造った人々の集落であった可能性があります。

奈良・平安時代の集落は、それらの古墳を避けるように、古墳が造られなかった台地に
ろくじゅ うぶ

発掘調査速報

西 根遺跡、は、印西市南部を流れる品川沿

いの低湿地にあります。数年前、たまたま川

に遊びに来ていた親子が、川底から縄文土器

を姶い、この遺跡の発見につながりました。

平成� 11年度の調査で、縄文時代の遺物のほ

かに、古墳時代から中世にかけての水路跡や、
せき

堰の跡が見っかりました� O 水路跡からは、木
すき さね たぶね�  (j'くしょ

製の農具 (柄振、鋤、杵、田舟など)や墨書

形代(木製で、
上が「人」、下
が「馬Jをかた
どったと思われ
る。長さは、両

鋤(古境時代のもので、一枚板で作5れていた。柄の部分l志、
くりぬかれており、当時としては診しい作D方である。長さ、
約l06cm)

院しと

堰跡(水路の水をせき止める施設で、一本梯子が再利用されていた)

当時の水田耕作を想像させます。

一方、縄文時代の活動の跡として、後期中

頃(約� 3500年前)の多量の土器を寄せ集めて

た跡が見つかってお れ、さながら、 土器塚の

ようです。

なお、調査は、平成12年度も継続して行な

われております。

土器が出土しています。

また、祭り(まじなp) に使われたと思わ

れる「形代Jも出土し、注目を集めています。

水田跡はみつかっていませんが、豊富な農

具が出土した水路、 そこに設けられた堰から、 土器塚?(数個かう十数個体分の土織がまとまって見つかった)

水路跡の調査風景(後方の台地上は佐晶旨語遺跡)

紹介コ ナ

;工戸時代は、さまざまな燃料を使った;改

具が考案されました� 菜種油
なたねあぶら

などの液体油をO

用いる灯火具では、「灯心
とうしん

・油・油を溜
た

めてお
うつわ

く器Jを組み合わせて使っていました。� 

1'.¥

灯心は、「閤J(別名・トウシンソウ/イグサ科)という植物の髄を使用。
(灯心提供:県立房総のむら/上血は現代のかわらけ・下皿は東金市前
畑遺跡の出土晶を使用)

はじめは、土器の皿を器に使っていました

が、後に、陶器製の専用の灯明皿がつくられ

るようになりました。また、ヒョウソク・タ

ンコロなどの形(写真右)も考案され、また

たく聞にその種類が増えていきました。

一方、今までどおり、油の多い松の根を燃

やしたり、イワシやニシンの油を菜種油の代

わりに使ったりしている家もありました。
あんど� A

また、ロウソク・行灯・燭台・
しょくだい

提灯も
ちょうちん

普及

し、都市・農漁村を問わず、江戸時代は、ま

さに「灯りの文化jの華が開いた時代でした。

左の写真は、灯明皿の使用例です。小型の

皿(灯明皿)を上に、下に同じ大きさの、切

り込みの入った桟を持つ血(受け皿)を重ね

て使用した例です。� 2つの皿を重ねることに

より、上皿から垂れた油を下皿で受

けることができました。当時の人々

は細かな工夫をして、高価な菜種油

を一滴も無駄にすることはありませ

んでした。

現代、不夜城
ふやじよう

となった街灯
まち あか

りとは全く対照

的に、暗閣
くらやみ

の中のほのかな灯りは、私たちの

心を落ち着かせてくれます。
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1.ヒョウソク� 2.タンコ口形のヒョウソク� 3・4.灯明皿� 
5.油徳利� 6.ロウソク形のヒョウソク (佐倉市議誠議苔遺跡出土)

日本の時代区分表� 

営まれていました。この集落の中で、六拾部遺跡からは、仏教に関係する遺物が見っかり

ました。また、掘立柱建物跡の
はったてばしらたてものあと

中には、集落内の「お堂」と考えられるものがあり、この

地域の集落に仏教が伝わっていたことが分かりました。

かつて遺跡のあったこの地は、最先端の技術の企業を集めた工業団地として生まれ変わ

りましたが、一部、古墳公園として保存され、市民の憩いの場となっています。

なお、出土品等の資料は、当センタ一本部(四街道市)で保管しています。

六拾師遺跡出止の仏教関係の出土品(左上かSE:措
がとう

の1階部分、巾語、香請の蓋2点、中央:董付きの
詰、左下から「白井寺J暗かれた杯、踏の屋
根)

蹴工事前の佐倉市禅.梢・跡地区(昭和54年膨・南から/撮影:森田)� 

完成した佐倉第三工業団地は、東関東自動車道・佐倉インターチェンジに近く、広さは約lOOhalこも漫ぷ
(平成8年郷影・南東かS/提供:佐倉市)
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約ω� fi't-前� {宮械県上� m年遺跡)
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El
にもなります)

7と 時

5mmご表現しでありますので、縄文時代は約50 約23ω年前

可|� 
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